
ワカメの特別な産状

氏家由三

瀬戸内海境飽諸島の海藻フ ローラは最近神戸大学広瀬博士によって明ら

かにされたえ筆者も金関正彦，蔦美代子両氏の協力を得て調査中であるが，

それ等の小さい島々には良質のワカメが産出し，岩黒島がその中心をなして

いる。ここには昭和32年3月19日観察した特異な生育現象について報ずる。

岩黒島の周囲の海況は，潮汐流が箸しく海水の流動が絶えず起り，且転

流時が不規則でいたって複雑である。したがってワカメの生育は芳礁、に富ん
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でいるにかかわらず， 場所が限定されている。 島の北東端の沖合 3-5尋の

ところに岩礁があり，全面 Sargassumの群落で夜われているが，それ等の

枝上にワカメが多数生育してよい採務地となっている。

長さ 7尋に達する長柄をつけたねじり採り器で操業している舟に同乗

して午後 3時から 51母迄の 2時間調査した。礁を人れて舟を回定して作業を

繰返すが，海水の流動が激しく且転涜するのでその変化に伴って舟を6回移

動した。海水はかなり濁って生育状態も岩礁も透視することができなかった

が，島氏の言によればここの岩礁にはワカメは殆ん ど着生しない という。し

かし附近の他の漁場では殆んどが岩付ワカメである。このようにある海泌が

岩礁面と他の海鎌上の両者にみられるものの例はかなり知られているが，ワ

カメについては珍らしい現象と思う。又島民はアカモクをメジガラモ，ヒエ

モクを含めた Sargassumspp.をガラモと俗称していて，ガラモを指標とし

て操業されている。その採濠状況は第 1表の還りで水揚げされる海藻を先ず.2表

Sargαssum spp. 
SEhTOgTaπgesT包d悦

ptChuguTrsU，tt叫eoTm-f 
(TURNER) 
AGARDH YENDO 

1 2 345  6 7 8 9 10 11 12 

Camp百laephorahypnaeO'i，des 
J. AGARDH ++ ++ ++++t+ ++++++ 

TraillhiαeI?lnat-fpehmaselEoAf RAIOSTP)aOmKgAopM拍URA + ++++ 斗+++t +件

Polysiphon.ia ja抑制caHARVEY +++ +件十 ++ 
Dssmaγ'sst向。f吋dis + + (MUELLHR) LAMOUROUX 

Colpom叩旬 S仇t4D08EaR{BREOSTeEIb ) 
SOLIER + + 

Chondrococcus hor間情an.ni + + (MERTENS) SCHMITZ 

Antitham弛伽Isp. ++  
Ectocarpus sp. + 
Dictyota duatata Y AMADA + 
Herposがh仰 iaterm'伽 alisSEGI 十

Chrysyme司王a叩 7I4H9AhRt4V4E 
Y)YAMADA ++ 

地eγmotha悦 ηω叫 Sp. 守・

Laurencωsp. + 

-15ー



82 E品類 2官5巻費13号 昭 和 32年 12月

毎回肉眼的に識別してその群湾構成をみようとした。始め毎日の7](拐をサ γ

プリソグの単位として取扱えると考えて行ったものであったが， ワカメが海

111でなびいて採れない場合，竿が流される場合等採!ねできない場合もすべて

含まれていること μ'"，tf，)いたので統計的な処理は差控える。先ず肉日民自りに識

別できるものの主なものを挙げると，アカモタ，ヤツマタモク ， ヒエモク，

ワカメ ，グクノレνグナ，エゴノリであった。SargasSU1nspp，とあらわした

のは切れ校でJ桑名不詳のものであるが生有地から考えてハハキモク'7メタ

ワラ，ノコギ 3モク共他と忠われるものである。

え:i'生誌については，水揚されたものの一部を調査するとお 2表の様であ

る。但しこの去にはワカメは除いた。肉眼的にも多くみられたエゴノリが殆

んどの個体上に多数みられ， それに続いてカギノリのタマノイト世代。;及び

キプリイ}グナが多い。その他は個体数も出現回数も共1乙少ない。漸深祁:の

海部lff.i1与は全!¥'11lHaとして取扱われるので13，ととのワカメは Sargassum ffr 
務中の新生i来群孫の一つであるが，とにかく興味深い。

第 1図 第 2図

ワカメの71f生状態はWl灰lの様に Sargass:l1n spp，の古校に附着生長し

ている。織の様子が面白い。恨が f~'びると末端はJ左物になっている古校を離

れ放射状に海中に延長する。体長は 80cm以上に達するものがあるが，いた

って不揃である。 1~形は円形に近い卵形から民放主十形までかなりの変化があ

る。いずれも羽状欠刻は中肋に接近し， 裂片は事ruいが~tíjlは短いのでやはり
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南方J裂の f.tytica YENDOに含まれるものであろうかw・(第 2図)。 布株をつ

けているものは観支をできなかった。

最後に御指導を賜わり ，且御技閲下さった九大農学部瀬川主主古同Lに深

J!Hする。
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(谷川大学学芸学部生物研究室)

アシツキ Nosωcverrucosum V A UCHERが

鳥取県に産すること

御船政 L!J:J

本植物は産地によって「ア V'YキJ，iカモガワノリ J.iアヰ、ガワクラグ」

等 とIIif!.fれ，iアνヅキ」は清流のなの茎楽につくことから名づけられたもの

であるが，普通岩，fp(，，fゴ線上等につく場合の方が多い。

;'fE者は 1957年 9月 15日に鳥取県東伯郡三朝町大字三徳(み とり のこ徳

川の渓流中に本植物が生育 していることを認めた。同年 10R 2日干ljJ.支調子で

の結果，本経[物は同i英流の更に上im:3 km位迄は生育していることを踏めた

ので， その生背する範囲は交に

広いものと忠われるι 同日午後

3時の水温は 14SCで， pH= 

7.0 (比色法lこより 測定)でらつ

Tι。

本徳物はr，:れの水面ないし

は水面近くの垂直な面に，或い

は川床を形成する岩の水而近く

の部分，或いはたえず水しぶき

のかかる部分の垂直な函や水平
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アシツキを採集した場所

三徳川馬洗い8::1




